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●咳エチケット  

咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう周 囲への気配りが必要です。咳エチケットを守り、感 染を防ぎましょう。  

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパー で鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を 覆い）、周りの人を避けて行いましょう。  

●マスクをして、他の人 にうつさないように しましょう 。  

●鼻をかんだ後のティッシ ュペーパーは、すぐにゴ ミ箱（できればふた付き） に捨てましょう。  
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やけど  

やけどをした時は、できるだ け早く冷やすことが大切で す。冷やす時は流水が最も適 しています。やけどをした部 分が赤いだけなら、しばらく 冷やして様子を 見 ましょう。  

水 ほう が破れて痛い時は、食 品用ラップで傷を覆い、その 上から冷やすとよいでしょ う。水 ほう ができたり、水 ほ う が破れて傷になった時は、 痛みがある程度落ち着くま で冷やして受診しましょう 。  
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冬のかぜについて  

冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉などが主症 状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が主症状の“お 腹にくるかぜ”（感染 性 胃腸炎など）があります。 冬場、 特に注意すべきはインフルエンザです。 時に 重症化することがあり、急な発熱や悪寒、筋肉痛・ 関節痛を伴うようなら、インフルエンザの可能性が あるので早めに医師にかかりましょう。  

自宅では、部屋 を保温・加湿し、 脱水症状が出な いよう、水分補 給には十分注意 しましょう。  
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●咳エチケット  

咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう周 囲への気配りが必要です。咳エチケットを守り、感 染を防ぎましょう。  

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパー で鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を 覆い）、周りの人を避けて行いましょう。  

●マスクをして、他の人 にうつさないように しましょう 。  

●鼻をかんだ後のティッシ ュペーパーは、すぐにゴ ミ箱（できればふた付き） に捨てましょう。  


[image: image7.emf]                         

冬のかぜについて  

冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉などが主症 状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が主症状の“お 腹にくるかぜ”（感染 性 胃腸炎など）があります。 冬場、 特に注意すべきはインフルエンザです。 時に 重症化することがあり、急な発熱や悪寒、筋肉痛・ 関節痛を伴うようなら、インフルエンザの可能性が あるので早めに医師にかかりましょう。  

自宅では、部屋 を保温・加湿し、 脱水症状が出な いよう、水分補 給には十分注意 しましょう。  
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やけど  

やけどをした時は、できるだ け早く冷やすことが大切で す。冷やす時は流水が最も適 しています。やけどをした部 分が赤いだけなら、しばらく 冷やして様子を 見 ましょう。  

水 ほう が破れて痛い時は、食 品用ラップで傷を覆い、その 上から冷やすとよいでしょ う。水 ほう ができたり、水 ほ う が破れて傷になった時は、 痛みがある程度落ち着くま で冷やして受診しましょう 。  
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水痘が流行しています
　病原体は、水痘‐帯状疱疹ウイルスです。

感染経路は、患者の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込むことによる感染（飛沫感染・空気感染）、あるいは、水疱や粘膜の排出物に接触することによる感染（接触感染）があります。発しん出現の1日から2日前からすべての水疱が痂皮化するまで感染性があります。

　潜伏期間は10日から21日間です。特徴的な症状は水疱（水ぶくれ）と38℃前後の発熱で、全身に直径3～5mm程度の丘疹（盛り上がった赤い発しん）が出現します。数日にわたり新しい発しんが次々と出現しますので、 急性期には紅斑、丘疹、水疱、痂皮（かさぶた）のそれぞれの段階の発しんが混在するのが特徴です。すべての発しんが痂皮になるまで6日程度かかります。

通常、軽症で終生免疫（一度の感染で生涯、その感染症にはかからない）を得ることが多いですが、成人では重症になることがあり、髄膜炎や脳炎などの合併症の頻度も高くなります。またウイルスは治癒後も体の中に潜伏していて、何年も経過してから「帯状疱疹」として再発することがあります。

水痘にはワクチンがあり、現在国内では乾燥弱毒生水痘ワクチン（以下、水痘ワクチン）が用いられています。水痘ワクチンの１回の接種により重症の水痘をほぼ100%予防でき、2回の接種により軽症の水痘も含めてその発症を予防できると考えられています。2014年10月1日から、水痘ワクチンが定期接種となりました。水痘患者に接触した場合でも、3日以内にワクチンを接種すれば80%から90%発病を予防でき、家族内感染の予防や施設内感染の防止に有効とされています。また、発症した場合でも症状の軽減化が期待できます。
（東京都感染症情報センターWebページより引用）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image10.png]



ほけんだより





1月





２０２０年1月10日


緑の家保育園





あけましておめでとうございます。今年も健康で元気で楽しく過ごせるように、食事、運動、睡眠のバランスを大切にしていきましょう。昨年１２月は水痘、溶連菌感染症、インフルエンザAの感染症の発症がありました。特に水痘は感染が拡大しています。また、潜伏期間が10～21日と比較的長いため引き続き注意が必要です。1月になるとインフルエンザの感染の流行が予想されます。基本の手洗い・うがいで予防に努め、感染症には早期対応で拡大を防いでいきたいと思います。今年もよろしくお願いいたします。








本年も宜しくお願いいたします。








� EMBED Word.Document.8 \s ���








寒い時期になり咳をしている子ども達も多くみかけます。保育園での集団生活では、感染が大きく広がることが考えられます。感染拡大防止のためにも、子ども達に「咳エチケット」についてお話しをして伝えて行く予定です。ご家庭でも指導・ご協力をお願いいたします。
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冬は暖房器具の使用や、身体を温めためるために、湯たんぽや懐炉を当てる機会があります。懐炉で低温やけどをしてしまう、テーブルクロスをひっぱりカップ麺の湯を浴びてしまったり、湯沸しポットでやけどした。また、モコモコ靴下で滑って転んだ。雪や凍った路面で転倒し骨折してしまった報告もあります。このような不慮の事故が起こらないよう十分気をつけていきましょう。











冬のあせも・とびひ





あせもやとびひと言えば、夏場のイメージが強いですが、最近は暖房や厚着が原因で、冬場でもなる子どもが多いようです。子どもは代謝がよく、たくさん汗をかくので、服装は大人より一枚少なめが基本です。乳児は特におむつの中がむれやすくなるので、上下のつながったタイプの肌着はなるべく避け、時々背中に触れて、汗をかいていないかみてあげましょう。
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計画的に予防接種を行って、予防


できる感染症を防ぎましょう。
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やけど







やけどをした時は、できるだけ早く冷やすことが大切です。冷やす時は流水が最も適しています。やけどをした部分が赤いだけなら、しばらく冷やして様子を見ましょう。







水ほうが破れて痛い時は、食品用ラップで傷を覆い、その上から冷やすとよいでしょう。水ほうができたり、水ほうが破れて傷になった時は、痛みがある程度落ち着くまで冷やして受診しましょう。











[image: image2.png]



[image: image3.png]




_1638703775.doc
[image: image1.png]So K oo K oo K o2

'>K‘ o°°+‘

Aok h's

o ° ) o o ° o
oo&moo’oo&moofoo&moo 0°

o K oo>%e K ¥

(=]
o

% 20K Lo






冬のかぜについて







冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉などが主症状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が主症状の“お腹にくるかぜ”（感染性胃腸炎など）があります。冬場、特に注意すべきはインフルエンザです。時に重症化することがあり、急な発熱や悪寒、筋肉痛・関節痛を伴うようなら、インフルエンザの可能性があるので早めに医師にかかりましょう。







自宅では、部屋を保温・加湿し、脱水症状が出ないよう、水分補給には十分注意しましょう。
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●咳エチケット







咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう周囲への気配りが必要です。咳エチケットを守り、感染を防ぎましょう。







●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパーで鼻や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を覆い）、周りの人を避けて行いましょう。







●マスクをして、他の人にうつさないようにしましょう。







●鼻をかんだ後のティッシュペーパーは、すぐにゴミ箱（できればふた付き）に捨てましょう。
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